
　 

  
自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
４
・
５
の
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方 

・
要
介
護
者
及
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方 

支
給
品
目
　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、介

護
用
手
袋
、防
水
シ
ー
ツ
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、口
腔
ケ
ア
用
品  

支
給
限
度
額
　
７
万
５
０
０
０
円（
た
だ
し
、

今
年
度
す
で
に
支
給
を
受
け
た
方
は
、前

回
支
給
分
と
合
わ
せ
て
７
万
５
０
０
０
円

ま
で
） 

実
施
時
期
　
平
成
２７
年
２
月 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１５
日

(

土
・
日
曜
日

は
除
く)

に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
1
２２
ー

４
７
２
２ 

    

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
及

び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。 

《
通
常
資
金
》 

融
資
対
象
　
従
業
員
５０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
３０
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
５
０
０
０
万
円 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
及
び
津
島

商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

《
小
口
資
金
》 

融
資
対
象
　
従
業
員
２０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
１
２
５
０
万
円（
既
存
の
保
証
協

会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
） 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

 

※
各
融
資
資
金
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

相
談
窓
口
・
問
合 

　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

　
1
０
１
２
０
ー

４
５
４
ー

７
５
４ 

 

津
島
市
く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

教
育
に
係
る
資
金
、医
療
・
介
護
に
係
る
資

金
、出
産
・
育
児
に
係
る
資
金
、自
動
車
に
係

る
資
金
を
必
要
と
す
る
市
民
を
対
象
と
す
る

融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
１０
年
以
内 

 

津
島
市
勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
等
に
対
す
る
、

住
宅
の
新
築
、増
改
築
等
の
資
金
、分
譲
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）及
び
中
古
住
宅
の
購

入
資
金
、住
宅
用
地
の
購
入
資
金（
２
年
以
内

に
住
宅
建
築
予
定
の
も
の
に
限
る
）の
た
め

の
融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
３５
年
以
内 

 

※
各
制
度
に
は
、各
種
融
資
資
格（
居
住
状
況
、

勤
務
状
況
等
）が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

取
扱
金
融
機
関
に
お
い
て
融
資
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

問
合
　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
５
２ 

　
　
　
い
ち
い
信
用
金
庫
津
島
営
業
部 

　
　
　
1
２４
ー

９
１
１
１ 

　
　
　
東
海
労
働
金
庫
津
島
支
店 

　
　
　
1
２５
ー

１
１
５
１ 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
 

日
光
川
下
流
流
域
関
連
津
島
市
公
共
 

下
水
道
の
供
用
開
始
と
関
係
図
書
の
縦
覧
 

各
融
資
制
度
の
ご
案
内
 

   供
用
開
始
日
　
１
月
１
日

 

供
用
開
始
区
域
　
百
島
町
の
一
部
、唐
臼
町

の
一
部（
左
図
） 

縦
覧
期
間
　
１２
月
１２
日

〜
２６
日

（
土
・
日

・
祝
日
は
除
く
）午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
 

縦
覧
場
所
　
下
水
道
課（
市
役
所
４
階
） 

問
合
　
下
水
道
課
下
水
道
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
４
２
６
・
２
４
２
８
 

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
融
資
制
度 

津
島
市
く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

津
島
市
勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 
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平成２６年度つしま夢まちづくり提案事業補助金交付事業が決定 

問合　コミュニティ推進課　内線２３２４・２３２５ 

つしま夢まちづくり提案事業公開審査会が、１１月３日（月・祝）に開催されました。津島を元気にする２３事業の提案
があり、そのうち下記の１４事業に対し、補助金交付が決定しました。 

提案団体名 

筝曲会 

煎茶の会 

精神保健福祉 
ボランティアグループ 
風車の会 

地元の音楽家を 
応援する会 

津島ホタルの会 

つしまラポール 
ウォーカーズ 
倶楽部 

Good Foods 
Information 

津島本町ぐるぐる 
市場実行委員会 

つしま夢まち 
づくり食ラバーズ 

演劇集団くつわ 

おはなしくるりん 
実行委員会 

津島れんげの会 

ドレミカフェ 
バンビーナ 

愛知県立津島東 
高等学校写真部 

事　　業　　名 提　　案　　概　　要 

芸どころは津島ダヨ 

煎茶を楽しむ 

「若者の自立をめざした心の 
元気支援」事業 

地元の演奏家がお届けする 
早春のきらめきコンサート 

ホタル田界隈ロマン探訪 

「つしまラポールウォーカーズ 
倶楽部」サポーター育成事業 

地域の食卓を繋ぐCOTTE Project  
Circle on the table（COTT）Project

おはなしくるりん　読み聞かせ祭り 

津島本町ぐるぐる市場 

本場韓国料理講演会＆料理教室 
─地元食材を使用した津島レシピの 
構築を目指して─ 

伊六万歳の普及と継承 

「食」の提供を主軸とした、旧市街地の 
お寺などの観光資源を活用したイベント 
の企画・開催 

たのしあわせな居場所創り 

「つしまHAPPY写真館」 

多種多様な芸どころ津島の文化を紹介し、互いに学びあい交
流し合うことで、新たな分野とのコラボや次世代への文化継
承に寄与する。 

茶の入れ方の習得にとどまらず、より幅広い茶文化の理解を
通して、豊かな広がりのある市民交流の場とする。 

心や精神に患いがあるとコミュニケーションがうまく取れず、
また、偏見により外出が臆病になる。心や精神が病んでいる方
に対する正しい理解を促す機会とする。 
地元在住・出身の演奏家を通じて良質の音楽を地域に提供す
ることにより、地域の音楽文化に寄与する。また、地元のアマ
チュア音楽関係者とのコラボで夢を与える。 
かつてはホタルが住める地域だったことを自分の足で歩いて
知ることにより、改めて地元を見直し、生活に身近な自然環境
の保全に取り組む意識を高める。 
ポールウォーキングを通して「健康なまちづくり」を行う。また、
ラポールウォーカーが街の見守りを行うことにより「安心・安
全なまちづくり」に貢献する。 
地域の自然資源や農業資源を活用し街の活性化を目指す。ま
た、青少年への食農教育を通して豊かな地域社会づくりと地
域を愛する心の育成を目指す。 
町並を活用した定期朝市を開催し観光資源価値の再発掘、活
性化を目指す。また、参加する市民を育て、団体や人をつなげ
ることで豊かな地域おこしの実現を目指す。 
本場韓国料理に関する講演会と地元食材を使用した料理教
室を開催し、韓国風津島レシピの作成を目指す。津島市ブラン
ドの構築により、地域活性化を図る。 

市指定無形民俗文化財である伊六万歳の公演を通じて、伝統
芸能の継承・再興・普及を目指し、後継者育成につなげたい。 

著名な絵本作家による講演会と読み聞かせを行う。幅広い世
代が楽しむことができるため、地域との交流が生まれ、心豊か
な子どもの育成につながる。 
旧市街地には観光資源が点在しているが、観光客が訪れても
昼食や休憩場所がない。寺院を会場にして、観光資源とお斎、
座禅、写経を通じて津島の魅力を高める。 
小さなお子さんも、ママも、お年寄りも、障がい者も、介護する
方も、ここに来れば安心できる心の１１０番のような、繋がる居
場所を作る。 
第２１回全国高等学校写真選手権大会「写真甲子園２０１４」で
全国優勝した写真技術を駆使して、家族で思い出の場所を背
景に、高校生と一緒に最高の家族写真を創る。 

  
    

市
で
は
現
在
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
活
性
化

基
本
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン（
津
島

駅
西
地
域
）で
、今
後
、地
域
に
あ
る
歴
史
や

文
化
遺
産
を
活
用
し
て
、ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
、地
域
の
人
々
が
ま
ち
に

誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、そ
し
て
ま

ち
が
に
ぎ
わ
う
の
か
、そ
の
方
針
や
取
り
組
み

を
検
討
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
回
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、参
加
さ
れ
た
皆
様
に
よ
る
自
由
な

意
見
交
換
の
場
と
し
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

  

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
意
見
集
約
の
た
め
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
意
見
等
に
対
し
て
お
答
え
は
い
た
し
ま

せ
ん
。 

日
時
　
１２
月
１９
日

 

　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

対
象
　
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
る
、参
画
す
る
意
思
の
あ
る

方 

定
員
　
１
０
０
人
程
度 

申
込
　
不
要 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
Ｇ
　
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 

募
集 

歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

と き 

「市政のひろば」つしま2014.12１６ 

市役所　124-1111 お知らせ、募集 



　 

    

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、す
べ

て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
て
、市
が
今

後
進
め
て
い
く
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
た

め
の
施
策
を
定
め
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、広

く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。 

意
見
募
集
期
間
　
１２
月
１
日

〜
２６
日

 

公
表
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、児
童

課
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、神
守
支
所

及
び
神
島
田
連
絡
所
に
お
い
て
本
編
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。 

意
見
の
提
出
方
法
　
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

本
編
の
内
容
を
ご
確
認
の
上
、「
住
所
」「
氏

名
」「
電
話
番
号
」「
ご
意
見
」
を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
、児
童
課
へ
提
出
す
る
か
、総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、神
守
支
所
、神
島
田
連

絡
所
に
設
置
し
て
あ
る
投
函
箱
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
書
式
は
自
由
で
す
。 

　
な
お
、１２
月
２６
日

必
着
と
し
ま
す
。 

提
出
先 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
児
童
課
宛
て 

　
　
２４
ー

１
１
３
８ 

 

問
合 

　
児
童
課
児
童
・
保
育
Ｇ
　
内
線
２
２
２
１ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

 

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
国
等
の
指
針
、利
用
者
の
意
向

等
に
基
づ
き
目
標
達
成
の
方
策
案
を
作
成
す

る
津
島
市
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。 こ

の
計
画
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、広

く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。 

意
見
募
集
期
間
　
１
月
５
日

〜
３０
日

 

公
表
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、福
祉

課
、神
守
支
所
及
び
神
島
田
連
絡
所
に
お

い
て
本
編
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。 

意
見
の
提
出
方
法
　
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

本
編
の
内
容
を
ご
確
認
の
上
、「
住
所
」「
氏

名
」「
電
話
番
号
」「
ご
意
見
」
を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
、福
祉
課
へ
提
出
す
る
か
、神
守
支

所
、神
島
田
連
絡
所
に
設
置
し
て
あ
る
投

函
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
書
式
は
自

由
で
す
。 

　
な
お
、１
月
３０
日

必
着
と
し
ま
す
。 

提
出
先 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
福
祉
課
宛
て 

　
　
２４
ー

１
１
３
８ 

 

問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２ 

   

募
集
枠
　 

　
巡
回
バ
ス
２
台
の
車
内
窓
の
上
部
の
広
告

枠（
１
台
に
つ
き
５
枠
） 

規
格
　 

　
日
本
工
業
規
格
Ｂ
３
版（
縦
３６
・
４
㎝
×
横

５１
・
５
㎝
） 

広
告
料
　
月
額
２
１
６
０
円（
税
込
み
） 

申
込
　 

・
掲
載
３０
日
前
ま
で
に
津
島
市
広
告
掲
載
要

綱
様
式
第
１
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

広
告
を
添
付
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

・
広
告
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
「
津
島
市
広
告

掲
載
要
綱
」に
基
づ
く
審
査
が
あ
り
ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
右
下
段
、有
料
広
告
）を
ご
覧
に

な
る
か
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
１
・
２
３
３
２ 

   

募
集
地
域
　
東
・
北
・
南
の
各
小
学
校
区 

申
込
　
申
込
用
紙（
高
齢
介
護
課
ま
た
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）に
記
入
の
上
、１２
月
１
日

〜
１２
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
郵
送
の
場
合

は
１２
日

午
後
５
時
必
着
）に
高
齢
介
護

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
は
除
く
。 

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課 

　
　
　
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
５ 

  

  

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
体
験
・
地
域
交
流
活

動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
力
し
て
、支
援

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
内
容 

    
    
  

対
象
　
午
後
３
時
〜
５
時
ま
で
で
、週
２
回

程
度
支
援
い
た
だ
け
る
方 

問
合
　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
　 

　
　
　
内
線
２
２
８
１ 

    
 

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
を
賦

課
期
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、賦
課
期
日
前
ま
で
に
家
屋
の

取
り
壊
し
や
新
増
築
、未
登
記
家
屋
の
名

義
変
更
、土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
な
ど

を
さ
れ
た
場
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
Ｇ 

　
　
内
線
２
２
０
５
〜
２
２
０
８ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

　
　
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
 

 子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画（
案
） 

津
島
市
障
が
い
福
祉
計
画（
案
） 

　
 fu
ku
s
i@
c
ity.ts

u
s
h
im
a
.lg
.jp

津
島
市
巡
回
バ
ス
へ
の
車
内
広
告
 

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
事
業
者
 

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
員
 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

家
屋
の
取
り
壊
し
、新
増
築
、未
 

登
記
家
屋
の
名
義
変
更
、土
地
 

の
利
用
状
況
変
更
な
ど
 

学校名 曜日（毎週） 

東小学校 

西小学校 

南小学校 

北小学校 

蛭間小学校 

高台寺小学校 

神島田小学校 

月・火・水・木 

火・水・木・金 

月・火・水・木 

月・火・水・金 

月・火・水・木 

火・水・木・金 

火・水・金 

　
 jid
o
u
@
c
ity.ts

u
s
h
im
a
.lg
.jp
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    日
時
　
１２
月
７
日

 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分
 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
 

内
容
　
 

・
「
親
子
体
験
コ
ー
ナ
ー
」（
有
料
） 

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
用
リ
ー
ス
作
り
、木
製

椅
子
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ラ
ッ
ク
作
り
、消
し
ゴ
ム
ハ
ン

コ
作
り
 

・
「
食
べ
る
」（
有
料
） 

　
安
心
・
安
全
な
食
材
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の

食
べ
物
 

・
「
買
う
」（
有
料
） 

　
手
作
り
漬
物
、地
元
野
菜
、津
島
の
名
産
品

等
 

　
※
来
場
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

消
費
生
活
相
談
 

　
悪
質
商
法
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
な
ど
に
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。
 

主
催
　
津
島
市（
津
島
市
消
費
生
活
展
運
営

委
員
会
） 

問
合
　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
５
３
 

  日
時
　
１２
月
７
日

 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
 

場
所
　
 

　
第
１
会
場
　
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館
 

　
第
２
会
場
　
重
要
文
化
財
堀
田
家
住
宅
 

内
容
　
 

　
第
１
会
場
 

　
・
式
典（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
、セ
レ
モ
ニ

　
ー
） 

　
・
餅
つ
き
、雑
煮
の
無
料
配
布
 

　
・
趣
味
の
実
演（
大
正
琴
、舞
踊
な
ど
） 

　
・
津
島
の
歴
史
・
文
化
の
紹
介
と
展
示
 

　
・
販
売
コ
ー
ナ
ー（
小
物
、み
た
ら
し
な
ど
） 

　
第
２
会
場
 

　
・
抹
茶
の
提
供（
有
料
）、拝
観（
有
料
） 

※
な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

主
催
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

後
援
　
市
、市
教
育
委
員
会
、市
社
会
福
祉

協
議
会
、市
女
性
の
会
 

協
賛
　
西
尾
張
シ
ー
エ
ー
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
株
式
会
社
 

問
合
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
1
２８
ー

７
５
６
１
 

             

  日
時
　
１２
月
２０
日

　
午
後
２
時
 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室
 

内
容
　
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、工
作
な
ど
 

持
ち
物
　
シ
ー
ル
、色
サ
イ
ン
ペ
ン
 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５
 

  日
時
　
１２
月
２１
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
大
集
会
室
 

内
容
　
津
島
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
（
レ
ッ

ト 

イ
ッ
ト 

ゴ
ー
、眠
れ
る
森
の
美
女
ほ
か
） 

対
象
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方
 

定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
） 

参
加
費
　
無
料
 

問
合
　
中
央
公
民
館
　
1
２６
ー

２
８
２
８
 

      対
象
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方
 

受
講
料
　
無
料
 

申
込
　
１２
月
１１
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直

接
左
記
へ（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、初
回

の
方
優
先
の
後
、抽
選
）。
 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
４
５
 

 

第
３７
回
津
島
市
消
費
生
活
展
 

ク
リ
ス
マ
ス
会
 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
 

第
１４
回
伝
承
の
館
ま
つ
り
 

「
新
☆
生
活
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、 

「
活
か
す
生
活
」
 

催
し 

長
寿
体
操
 教

室
・
講
座
 

教室名 
ヨガ教室 
【初級】 

プール教室【初級】 

転倒予防教室 
【中級】 

リズム体操教室 
【上級】 

開 催 日  開催時間 講　師 回数 定員 

１月７日～３月４日(毎週水曜日)

１月６日～３月１０日(毎週火曜日)

１月９日～３月２０日(毎週金曜日) 
 ※３月６日は休み 

 １月９日～３月１３日(毎週金曜日)

 １月１３日～３月１７日(毎週火曜日)

午前１０時～１１時３０分 特定非営利活動法人 
ママ・ぷらす ８回 

１０回 

１０回 

１０回 

２５人 

各５人 

２０人 

２５人 

３０人 

１月７日～３月１８日(毎週水曜日)
午後２時５０分～３時３０分 

 午後３時３５分～４時１５分 
 午後４時２０分～５時 

午後１時３０分～３時 

午後１時３０分～３時 

ヒルズひだまり 
職員 

県健康づくり 
リーダー 

公益社団法人 
愛知県柔道整復師会 
津島市介護予防事業会 

場　所 
総合保健福祉 
センター 

第二 
陽だまりの里 
(寺野町字好土)

神島田公民館 

神守公民館 

中央公民館 

中央公民館 

３０人 

※流水プールでの水中運動（ひ
ざや腰に負担をかけず効果
的に筋力アップ。泳げなくて
も参加可能） 

「市政のひろば」つしま2014.12１８ 
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日
時
　
１２
月
１４
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
大
集
会
室 

内
容
　
戦
国
末
期
、津
島
は
大
地
震
や
水
害

に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
が
、豊
臣
秀
次

に
よ
り
積
極
的
な
復
興
策
が
と
ら
れ
た
。

今
回
、こ
う
し
た
豊
臣
秀
次
関
連
の
資
料

を
紹
介
し
な
が
ら
津
島
と
尾
張
の
動
向
、

秀
次
と
秀
吉
の
関
係
な
ど
を
読
み
解
き
ま

す
。 

講
師
　
羽
柴
亜
弥
氏（
愛
知
大
学
大
学
院
） 

定
員
　
な
し 

申
込
　
不
要 

問
合
　
市
立
図
書
館
　
1
２５
ー

２
１
４
５ 

   

日
時（
全
２
日
間
） 

　
１
日
目
　
２
月
２２
日

 

　
２
日
目
　
３
月
１
日

 

※
両
日
と
も
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

　
　
　（
1
２４
ー

１
１
８
７
） 

内
容
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、救

援
要
請
の
受
付
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
用
体
験

な
ど 

対
象
　
満
１８
歳
以
上
の
方
で
、津
島
市
、愛
西

市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海
部
郡
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
修
了
者（
養

成
講
座
を
ど
の
団
体
が
開
催
し
た
も
の
か

は
問
い
ま
せ
ん
） 

定
員
　
４０
人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は 

　
抽
選
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
　
１
月
２９
日

ま
で
に
次
の
方
法
で
。 

①
直
接（
地
域
安
全
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
へ
） 

②
ハ
ガ
キ 

　
〒
４
９
６
ー

８
６
８
６（
住
所
不
要
） 

　
津
島
市
役
所
地
域
安
全
課
宛
て 

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル 

　
　
２４
ー

１
７
９
１ 

 
　
②
、③
の
場
合
は
、件
名
と
し
て
「
Ｖ
Ｃ
講

座
受
講
希
望
」
と
明
記
の
上
、次
の
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性

別
、電
話
番
号 

主
催
　
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、

大
治
町
、蟹
江
町
、飛
島
村
及
び
各
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会 

※
受
講
決
定
は
、「
受
講
決
定
通
知
書
」の
発

送
を
も
っ
て
発
表
と
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

問
合
　
地
域
安
全
課
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
１ 

     

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防

止
と
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の

解
消
を
目
的
と
し
て
、世
界
レ
ベ
ル
で
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

エ
イ
ズ
は
、エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
感
染
後
す
ぐ
は
、目
立
っ
た
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、治
療
を
し
な
け
れ

ば
、数
年
か
ら
十
数
年
後
に
は
、病
気
か
ら
身

体
を
守
る
免
疫
力
が
下
が
り
、健
康
な
人
で

あ
れ
ば
、何
と
も
な
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、様
々
な
病
気
に
か
か
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。 

エ
イ
ズ
へ
の
感
染
経
路
と
し
て
は
、 

・
性
的
接
触
に
よ
る
感
染 

・
血
液
感
染 

・
母
子
感
染 

こ
れ
ら
の
三
つ
が
、あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
す
る
力
は
弱
く
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
、お
風
呂
や
プ
ー
ル
の
共
用
、

同
じ
蚊
に
刺
さ
れ
る
、と
い
っ
た
日
常
的
な
行

為
に
よ
る
感
染
は
な
く
、性
的
接
触
を
除
け

ば
、日
常
生
活
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
感
染
す
る
こ
と
は

な
い
た
め
、心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 図

は
、全
国
で
新
た
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に

感
染
し
た
人
の
数
の
推
移
で
す
。
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、平
成
２５
年
の
国
内
に
お
け
る

新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
１
１
０
６
人
と
過

去
２
番
目
に
多
く
、新
た
な
エ
イ
ズ
患
者
は
４

８
４
人
と
過
去
最
多
で
し
た
。
エ
イ
ズ
は
誰

も
が
、か
か
り
得
る
病
気
で
す
。
私
た
ち
の
身

近
な
と
こ
ろ
に
も
エ
イ
ズ
の
危
険
性
は
迫
っ

て
い
る
の
で
す
。 

                 

近
年
で
は
、エ
イ
ズ
の
治
療
法
は
進
歩
し
、

死
に
直
結
す
る
病
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、エ
イ
ズ
検
査
を

受
け
る
な
ど
、早
め
に
行
動
を
起
こ
し
、適
切

な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検

査
は
、津
島
保
健
所
に
お
い
て
も
、無
料
、匿

名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
理
解
が
自
分
と
大

切
な
人
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
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に
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ズ
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い
て
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え
て
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て
く
だ
さ
い
。 

問
合 津

島
保
健
所（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
相
談
、

検
査
の
実
施
）　
　
　
1
２６
ー

４
１
３
７ 

エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト（
全
国
の
相
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報
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図 
新規HIV感染者およびエイズ患者報告数の年次推移 
出典：平成２５(２０１３)年エイズ発生動向―概要―　厚生労働省エイズ動向委員会 

※平成２５年度 全国１５９０人の新規HIV/エイズ感染者のうち愛知県は９８人!
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糖
尿
病
の
病
態
・
合
併
症
治
療
に
つ
い
て
、

医
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
そ
の
他
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
、わ
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

１
回
の
参
加
で
糖
尿
病
の
基
本
が
学
べ
ま
す
。
 

日
時
・
テ
ー
マ
　
左
表
の
と
お
り
 

                     場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室
 

対
象
　
ど
な
た
で
も
 

申
込
・
参
加
費
　
不
要（
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト

代
５
０
０
円
が
必
要
） 

問
合
　
市
民
病
院
栄
養
管
理
室
 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
３
１
２
１
 

     日
時
　
１
月
４
日

午
前
８
時
５０
分
 

場
所
　
市
営
庭
球
場
 

種
目
　
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
・
女
子
・
混
合
自
由
） 

参
加
費
　
無
料
 

申
込
　
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。（
１
人

で
も
参
加
可
） 

後
援
　
市
教
育
委
員
会
、市
体
育
協
会
 

問
合
　
市
テ
ニ
ス
協
会
 

　
1
０
９
０
ー

３
９
５
３
ー

９
４
０
７
 

 
 

   仮
受
付
　
１２
月
５
日

〜
１２
日

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、１２
日

は
正

午
ま
で
）に
錬
成
館
へ
。
 

抽
選
　
定
員
を
超
え
た
場
合
、１２
月
１２
日

午
後
２
時
か
ら
錬
成
館
で
抽
選
。
終
了
後

結
果
を
掲
示
し
ま
す
。
 

受
付
　
抽
選
終
了
後
、１２
月
１９
日

午
後
５

時
ま
で
に
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、順
次
受
け
付

け
ま
す
。
 

受
講
料
 
２
１
０
０
円
 

そ
の
他
 
 

・
月
曜
日
は
、休
館
日
で
す
。
 

・
受
講
料
と
は
別
に
保
険
料
小
人
８
０
０
円
、

大
人
１
８
５
０
円（
年
度
内
有
効
）と
毎
回

プ
ー
ル
入
場
料
が
必
要
で
す
。
 

問
合
　
錬
成
館
　
1
２４
ー

８
０
０
１
 

　
　
　
総
合
プ
ー
ル
　
1
２８
ー

２
５
５
６
 

 

水
泳
教
室
第
４
期
生
募
集
 

総
合
プ
ー
ル（
屋
内
プ
ー
ル
） 

糖
尿
病
教
室
 

第
２３
回
津
島
市
新
春
テ
ニ
ス
大
会
 

＊車でお越しの場合は、駐車券を受付までお持ちください。 

注）平成２７年度４月の糖尿病教室は、都合によりお休みします。 
　  ５月以降の予定は、「市政のひろば」４月号に掲載します。 

３月１３日 

２月１３日 

１月９日 

１２月１２日 

開催日 
※全て金曜日午後２時～４時 

 

糖尿病の 
病態・ 
合併症・ 

治療について 
 

基本テーマ 
（１時間３０分） 

やってみよう 
コツコツ運動 

糖尿病の足のケア 

体調不良時の 
対処方法 

お正月の過ごし方 

理学療法士 

看護師 

看護師 

管理栄養士・ 
理学療法士 

月別テーマ・担当講師（３０分） 

ス
ポ
ー
ツ
 

　
 http://w

w
w
.tsushim

a-tennis.org
/

期　　間 回数 

８回 

時 　　間 曜日 対　　　　象 定員 教　室　名 

１月６日～２月２４日 

１月７日～２月２５日 

１月８日～２月２６日 

１月９日～２月２７日 

午後４時３０分～６時 

午後２時～３時３０分 

午後４時～５時 

午後５時３０分～７時 

午後４時３０分～６時 

午後４時３０分～６時 

午後６時１５分～７時４５分 

火 

水 

木 

金 

小学生（初心者） 

１８歳以上 

幼稚園・保育園の年長 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学生（初心者） 

小学３年生～（泳力１００m以上の児童） 

３０人 

３０人 

１５人 

３０人 

３０人 

３０人 

３０人 

こども(火） 

一　般 

チビッコ 

こども(水） 

こども(木） 

こども(金） 

こども泳力向上 

お　　し　　ら　　せ 

一人で悩んでいませんか？ 

・訪問マッサージ 
・訪問リハビリ 

・訪問鍼灸のことなら 

ぽかぽか治療院 
1（0567）74-0640 

〒４９６-００２３　津島市鹿伏兎町西４３ 
財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 
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